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日 本 史 3 ～ 10 ◯ ◯ 国 語 39 ～ 27 ◯ ◯

世 界 史 11 ～ 18 ◯ ◯

Ｆ 2026年 度 入 学 試 験 問 題

数学，日本史，世界史
政治・経済，国語

（解答はすべて解答用紙に記入してください）

注 意

1．受験する科目は，出願時に届けた科目で受験してください。

2．マーク・シートは，コンピュータで処理されるので，ＢまたはＨＢの黒鉛筆を

使用し，極端に濃すぎたり，薄すぎたりしないよう，適度の濃さでマークして

ください。（あまりとがった鉛筆はさけてください）

3． 受験
番号
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マークを訂正する場合は，消しゴムで跡を残さ

ないよう完全に消し，消し屑をきれいに取り除

いてください。

マーク記入例（受験番号411095の場合）

4．マーク・シートは汚したり，折りまげたりしな

いでください。

5．指示の通り，まず氏名・受験番号を記入すると

ともに，受験番号をマークしてください。

6．解答用紙の受験番号記入間違いおよびマーク間

違いの場合は，当該科目は無効とします。

7．数学の解答上の注意は，裏表紙に記載してあるので，数学の受験者はこの冊子

を裏返して必ず読んでください。ただし，試験開始の指示があるまで問題冊子

を開かないでください。



数 学

1 関数 f（ x）を f（ x）＝�x�＋�x －1�とし，関数 g（ x）を g（ x）＝ x2－ x －1と

する。

⑴ 関数 f（ x）は， ア ≦ x ≦ イ で最小値 ウ をとる。

⑵ f（ x）＝ g（ x）をみたす x は，x ＝ エオ と x ＝ カ である。

⑶ xy 平面において，方程式 y ＝ f（ x）のグラフと方程式 y ＝ g（ x）のグラフで

囲まれる部分の面積は，
キク

ケ
である。

2
⑴ さいころを2回投げて，1回目に出た目と2回目に出た目の差の絶対値を

x とするとき，x の期待値は
アイ

ウエ
である。

⑵ さいころを2回投げて，1回目に出た目と2回目に出た目が異なる場合は

その大きいほうの数を y とし，同じ目の場合はその数を y とする。このとき，

y の期待値は
オカキ

クケ
である。

⑶ さいころを2回投げて，1回目に出た目を z1，2回目に出た目を z2とする

とき，2z1－ z2の期待値は
コ

サ
である。

Ｆ 数学
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3 実数 x と y について，－5≦ x ≦5，－10≦ y ≦10とする。次の式の最大値

と，そのときの x と y の値を求めなさい。

⑴ x2－12x － y ＋10

⑵ x2y ＋5xy ＋ x2＋6y ＋5x

⑶ x2＋ y2－12x －22y ＋157

4 － π
2 ＜θ＜ π

2 とする。

⑴ θについての方程式4sin2θ＋4�3 cosθ－7＝0の解を求めなさい。

⑵ θについての方程式 3
cos2θ ＋2�3 tanθ－2＝0の解を求めなさい。

Ｆ 数学
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